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１． 研究計画の概要 

 

極大イデアル m を持つ局所環 R の m-準素イ
デアル I に対して定まる重複度は可換環論に
おける古典的な不変量として知られ，多様な
研究の中で有効な道具として用いられてき
たのであるが， 1993 年に Achilles と
Manaresi は I が m-準素でない場合にも重複
度の理論に相当する理論の構成を目指し，新
しい不変量 j(I)を導入した．その不変量は現
在では「j-重複度」と呼ばれ、いくつかの興
味深い結果が既に報告されている．しかし，
その理論を古典的な重複度に関するものと
比べてみると，まだまだ深さという点で大き
く見劣りすると言わざるを得ない状況であ
り，今後の発展が期待される未開拓な分野で
あると思われる．この研究では，与えられた
イデアル I に対して j(I)を計算する為の実用
的方法を確立し，願わくば，j-重複度の理論
を従来の重複度に関するものと比肩し得る
レベルまで発展させることを目的とする． 

 

 

２． 研究の進捗状況 

 

初年度は主に基礎的部分の整理に充てた．
今回の研究課題の方向性を十分に意識しな
がら，既に知られている結果の見直しを行い，
改善すべき点を確認した．又，j-重複度の定
義についても再検討し，我々の目的の為には
どのような定義を採用することが最適であ
るかを慎重に判断した．その結果，d-次元の
有限生成 R-加群 M を考えたとき，イデアル
I の M に関する j-重複度 j(I, M)の定義として
は， InM/In+1M の m に関する 0 次局所コホ

モロジー加群の長さに(d-1)!/nd-1 を掛け n→
∞としたときの極限値を採用することとし
た． 

 2 年目の研究では I の元 a を「一般的」に
とり，j(I, M)の計算を剰余加群 M’ = M/aM に
関する j-重複度 j(I, M’)の計算に帰着する方法
を探った．勿論，a を「一般的」にとれば a

は I の上表元であってさらに M に関する I の
minimal reduction の極小生成系の一部とな
る．その結果，I と M の組についての多くの
情報が I と M’の組に遺伝し，さらに M’に関
する I の analytic spread は M に関する I の
それよりも小さくなる．この年度の研究では，
任意の局所環 R と任意の有限生成 R-加群 M

に対して，イデアル I に何ら条件を付するこ
となく j-重複度 j(I, M)を計算する為の公式を
与えた．M の次元が d > 0 であれば，I の中
から d-1 個の「一般的」な元をとり，それら
から定まる或る R-加群の長さを測る形で記
述することができた． 

 3 年目の研究では，前年度に得られた公式
を具体的なイデアルに適用して j-重複度の計
算を実行してみた．「一般的な元をとる」と
いう言葉は非常に論理的・抽象的な表現であ
って，具体例においてそれを実行することは
或る程度の困難が予想されたのだが，例えば
3次元 Cohen-Macaulay 局所環 Sのパラーメ
ータ系 x, y, z をとり，剰余環 R = S/(x2-yz)S

においてイデアル I = (x, y)R を考えると j(I)

はS/(x, y, z)Sの長さに一致することが分かっ
た．この結果は，S が m = (x, y, z)S を極大イ
デアルにもつ正則局所環の場合には j(I) = 1

となることを示しており，極大イデアルと異
なるイデアルであっても j-重複度が 1 となり
得ることは大変興味深い． 
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３．現在までの達成度 

 

② おおむね順調に進展している。 

 （理由） 

 研究計画調書の中に述べてある年度ごと
の目標を順調にクリアし、期待した結果を得
ている。 

 

 

４．今後の研究の推進方策 
 
j-重複度がもつ意味を明らかにしたい．j(I)
の値が小さいときには Rと Iにどのような制
約が生じるかを調べることや，特殊なイデア
ル Iに対する j(I)の値から Rの環論的性質を
引き出すことなどが課題として考えられる．
又，これまでに完成した理論を再検証するこ
おにより，研究代表者が以前の研究で到達す
ることのできた内容を別の観点から再確認
し，さらに前進する為の展望を開きたいと思
う． 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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